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はじめに

　地震ハザードステーションJ-SHISは、地震防

災に資することを目的として、日本全国の「地

震ハザードの共通情報基盤」として活用される

ことを目指してつくられたWebサービスです。

　J-SHIS は、地震調査研究推進本部が作成し

た「全国地震動予測地図」及び関連する地震ハ

ザード情報をわかりやすく提供できるプラット

フォームとして開発されました。

全国地震動予測地図とは

　「全国地震動予測地図」は、将来日本で発生

する恐れのある地震による強い揺れを予測し、

予測結果を地図として表したものです。地震発

生の長期的な確率評価と強震動の評価を組み合

わせた日本全国の地震ハザード評価に基づく

「確率論的地震動予測地図」と、特定の地震に対

して、ある想定されたシナリオに対する詳細な

強震動評価に基づく「震源断層を特定した地震

動予測地図」の2種類の性質の異なる地図から

構成されています。

　「確率論的地震動予測地図」は、日本及びそ

の周辺で起こりうる全ての地震に対して、発生

場所、発生の可能性、及びその規模を確率論的

手法を用いて評価し、さらにそれら地震が発生

したときに生じる地震動の強さをバラツキも含

めて評価することにより作成されています。地

点ごとに地震ハザード評価を実施し、地震動の

強さ・期間・確率のうち2つを固定して残る1

つの値を求めた上で、それらの値の分布を示し

たものです。

　一方、「震源断層を特定した地震動予測地図」

は、ある特定の断層帯で発生する地震について、

断層破壊の物理モデルに基づき、複雑な地下構

造を考慮した地震波動伝播のシミュレーション

を実施することにより、断層近傍域でのリア

リティのある地震動予測を示したものです。こ

こで用いられている予測手法は大変複雑なもの

ですが、それらを標準化したものとして、「震

源断層を特定した地震の強震動予測手法（レシ

ピ）」がまとめられました。

　「全国地震動予測地図」及びそれらを作成

するために整備されてきた各種データベース

は、日本の地震ハザードに関する基礎的な情報

基盤としての役割を果たしてきました。しかし、

2011年3月11日に発生した東北地方太平洋沖

地震は、「全国地震動予測地図」において考慮す

ることができていませんでした。その教訓を踏

まえ、現在も地震ハザード評価の改良・高度化

に向けた新たな取り組みが進められています。

J-SHIS の概要

　「全国地震動予測地図」の作成の過程では、長

期評価及び強震動評価のために、震源断層及

び地下構造のモデル化に関する膨大な量の情報

が処理されています。これら情報は地震ハザー

ド評価やそれら情報の利活用において、大変貴
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重なものです。「全国地震動予測地図」を、最終

成果物としての地図そのものだけでなく、その

作成の前提条件となった地震活動・震源モデル

及び地下構造モデル等のハザード評価に関わる

データも併せた情報群としてとらえることによ

り、「地震ハザードの共通情報基盤」として位置

づけ、インターネットを利用してそれら情報を

公開するためのシステムとして、J-SHISが開発

されました。

　J-SHIS を利用することにより、「全国地震動

予測地図」として整備された約250mメッシュ

の全国版「確率論的地震動予測地図」、主要断層

帯で発生する地震に対する詳細な強震動予測に

基づく「震源断層を特定した地震動予測地図」、

それらの計算に用いられた全国版深部地盤モデ

ル、約250mメッシュ微地形分類モデルなどを、

背景地図と重ね合わせてわかりやすく表示、閲

覧することができます。さらに、住所や郵便番

号などによる検索機能により、調べたい場所で

の地震ハザード情報を、簡単に閲覧することが

できます。また、より専門的なデータの利活用を

可能とするため、地震動予測地図のデータや計

算に用いた断層モデル、地盤モデル等のデータ

をダウンロードすることも可能となっています。

地震ハザードに関する共通情報基盤を
目指して

　これまで「全国地震動予測地図」を閲覧する

ことに重点が置かれて開発が進められていたJ-

SHIS に、2011 年 10 月より新たな機能が追加

され、J-SHISが日本全国の地震ハザードに関す

るポータルサイトとしてリニューアルしました。

J-SHISから公開されている地震ハザードに関す

る情報を正しく理解し、有効に活用するために

は、地震や地震ハザードに関する基礎的な知識

が不可欠となります。リニューアルにより、こ

うした基礎的な知識に関する解説のページが充

実しました。ここでは、マグニチュードと震度

の違い、地震と地震動の違いなどの基礎的な事

項から、地震の発生確率と地震動の超過確率の

違いなどより専門的ですが、「全国地震動予測

地図」の情報を正しく理解するために不可欠な

用語、概念の説明がなされています。地震ハ

ザードに関する情報は複雑で、1枚の地図とし

て単純に表現できるものではありません。この

ためJ-SHISでは、複雑な地震ハザードに関する

情報群を、さまざまな観点から解説すると共に、

わかりやすく可視化して情報提供を行う機能が

備えられています。

おわりに

　震災を経験するたびにその教訓を踏まえた地

震災害軽減に向けた努力が続けられていますが、

地震に対する我々の理解は、未だ不十分なとこ

ろが数多く残っています。しかし、あきらめる

ことなく、今後も起こる大地震に備えるための

努力を続けることが必要です。

J-SHIS の表示の例


